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盛岡市内幸高等女學校上級生の，月経

に關すろ統計的観察
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 一般婦人拉に女學生の月経に關する統計的観

察は全國につき或は地方につき幾多先輩によ砂

報告されて居るが，盛岡に於ては未だ斯の如き

言

業績あるを見ない．そこで余等は盛岡市内各高

等女學校上級生の月経に關する統計的観察を行

った次第である．

第1章 調査材料戴に方法

 盛岡市内に存する岩手，東北，lj一，盛岡の四高等

女二二の衛生二二者と連絡し，その4，5年生に一定

の調査用紙を配布し，所要事項を記入せしむる方式に

より調査した，調査入員は前記四高女の昭和3年7月

以降同7年7月迄に出生せる生徒にして，確實なる解

答を得たる1084名についてS“ある．

                第2章調

 調査人員1084名申未だ月経の獲現せざる者は

56名である．

     第1節月維初潮年齢
      （第1表及び第2表）

 余等の初潮年齢に饗する調査人員は総敏1028

名である．そのうち第1表に示せる如く，最低

年齢満1⑪歳7月～11歳0月（1名），最高年齢19

歳1月～19歳6月（1名）にして，満13歳1月よ

り満16歳6月迄に：初潮獲現せる者は89．81％の

大多歎にして，就中年齢別に最：多数を占むるは

満15歳1月～15年6月迄の18．1％である。而し

て亭均年齢は次の如くである．印ち算術干均

（M）＝14年9．96月，標準偏差（a）＝±13．45月，

卒均誤差（m）＝士0．42月J例数（n）＝1028名で

ある．・

査 成績、

     初潮年齢別頻度 （第1表）

年 齢

10年7月～11月0月

 Z1．1A”11．6
11．7・一v12．0

ユ2．1～12。6

12．7rv13．0’

ユ3．IA・13．6

13．7tv 14．0

14・1，一v14・6

14．7rv 15・0

15．1rv 15．6

15．7戸げ16．0

16．ltw16．6
16．7eN・17・0

17．1，Nv17．6

17．7t－v18．0

18．1N18．6
18．7tN”19．0

19．1N19．6

人 員
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9．6

3．5

1．1

0．1

0．2

0．o
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n＝＝1，028      Y＝士13、45月

M ・＝14．9．96月  in・＝±0．42月
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日本人女學生初潮平均年齢（第2表A）

報 告 者

、小    畑

辻

五日市・川名

調査地

東  京

全日本
盛  岡

李均年齢

（M）

14． 25

14．j 3．23m

14，j 9．96m

標準偏差

（6）

±11．7m

±11．181

±13．45

陽狂誤差 例  激

Sl’llll－IIIIIE）i＝

±O．2m

±0．ユ⑪8

±O．42

1，532’・

10，600

1，028

日本人女學生初潮年齢

報告者 年 代 調査地 例

高 田 明治37年 東 宗

淺坂 明治43年 新 潟

岡 島 大正11年 九 州
辻施 大正13年

ｺ和2年
自励

松 山

ｼ。山

ｩ

昭和4年1

e和8年騰灘

近訓1全日本

13
@1

磯部等 昭和12年 札 幌 1

犬 丸 〃 安 東

向 井 昭和13年 大 蓮

〔第2表：B）

  T
激

 27ア

 263
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1，273

 200

 792

平均年齢

16歳6月

14．2

14．3

14．5

14．5．5

14．4

14．2

14．1強
14．1

14・1彊
14．

  第2節 季節と初潮の四国（第3表）

 調査人員1028上申主位は1月の117名（11．3

％），次で4月112名（10．9％），8月の108名

第  3  表

 初潮月別頻度

人 員 百分率

（10．5％）にして以下12，且0，3，5，11，6，9，

7，2月の順に減少する。

  第5節 月経整否拉に月二型（第4表）

 解答者1028壷中，比較的整調なりと言ふ者

（整調なる者，正しいが時に多少逞れ叉は早く

なる者を含めて）は590名であ診，30日型は41．0

％，28日型は30，2％で一最：も多い．

月

月経周期型頻度 （第4表）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1C

l1

12

117

43

86

112

83

78

59

108

74

88

83

97

11．3

4．2

8．4

1e．9

8．1

7．7

5．8 ，

10．5

7．3

8．6

8．1

9．5

n ＝＝ 1，028

周期型

墾

螺
劣

Z8

gl

難

錐

銘

gg

 34

人 員

242

178

32

28

24

23

22

16

16

14

10

 5

 5

 5

，4

 2

 2

 2

 1

百分率

41．Oa／a

30．2

5．4

4．7

4．2

4．0

3．7

2．7

2．7

2．4

1．7

0．8

0．8

e．s

O．7

0．3

ロ0．3，

e．3

0．1

         n ＝590．

    第4節 月経持…績（第5表）

 解答者834名中最短1日（4名），最長12H

（1名）あるも4日聞241名（28．9％），3日聞235

名（28．2％），5日間173名（20。7％）で3～7日

［ 40 ］
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間に躍る者が至：例の84・29％を占めてみる．

 算術準均は4．38日，標準偏差は士1．108日，

卒均誤差は±0．383である．

月経事績（第5表）

日 数 人 員

 1

 2

 3

 4
r一 5

 6

 7

 8

 9

 10

 11

 12

 4

17

235

241

173

86

68

 4

 3

 2

 0

 1

百分率

O．5e／e

2．0

28．2

28．9

20．7

10．3

8，1

0．5

3．6

2．4

0．o

O．1

n ・＝ 834名  M＝4．38目

Y＝土1．108 m＝士0。383

     第5節 月  経  量
     ヒ 月輕量は個人的に可成の差異あり，且叉個人

の生活環境により何等かの影響を被るべきこと

及び毎月経量の多少に干する判漸は，各個人の

主槻的判蜥による爲必すしも的確ならざるもの

も有り得ると推定されるも第6表の如くであ

る。

；ヨ  経  量  n＝＝851名  （第6表）

で下腹部緊張感，白帯下，頭重・頭痛，憂聾等が

多い．月経中に於ては憂麗を第1位とし，次で

全身倦怠，下腹痛，短氣，下腹部緊張感を訴へ

る者が多い。月経後は障碍を訴べる者は少くな

り，むしろ爽快を毘える者が多い．而して全般

的に高度の月経障碍を訴へる者は極めて少い．

幽幽障碍の症歌及び頻度 （第7表）

症賦睡前期1月経中
下腹部緊剃

下 腹 痛

腰   面

高一頻激

全身倦怠
頭痛・頭重

動   悸

憂   轡

爽   侠

食慾減退
乳房緊張感

便   秘

下   魚

蝋   疹

謹   三

島 眠 忌

め ま ひ

嘔氣・嘔吐

短   氣

『鼻 出 面

白 帯 下

腰部緊張感

133
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13．090

34．0

7．5

2．6

8．4

9．5

L1
9gli gi3，

1罷：l

gei gig

 2［ O．2

11溝：1

2gl zlg

491 4．7

fi：il’i，glg

281 2．1

96

174

75

36

276

91

 7
295

 3

40

31

37

48

 0

10

73

27

 6

ユ37

ユ2

13

28

9．40／o

15．9

7．2

3．5

26．8

8．9

0．6

28．6

2．9

3．8

3．0

3，5

4．6

 0
ユ．0

8．1

2．6

0．6

13．3

L1
1．2

2．1

月経後期

5

10

5

1

17

5

5

11

55

0

3

6

7

1

0

4

2

0

5

5

71

0

O．5％

1．O

O．5

0．1

1．6

0．5

0．5

1．1

5．3

 0

0．3

0．6

0．6

0．1

 e

O．4

0．2

 0

0．5

0．5

1．6

 0

月経量多量中等副少量

人 員

’百分率

61

7・20／e

545

64 rp 1”／e

107

12．50／o

不定1

138

16・20／e

     第6節月維障碍
’余等の調査成績は1028病中，多少なりとも障

碍を訴へた者は777名（75．58％〉である．之等；

は調査方法拉に個人の主槻の相違によD，叉個

人の精紳的肉刑酌歌話に影響される事も考へら

れるが，凋経前，月経申及び月経後の夫々に於

ける障碍は第7表に於ける如くである．

 月維前には下腹痛を訴へる者が最も多く，次

         n＝777入

   第7節 月経に野する豫備知識

        （第8表）

 この間に志し解答されたもの940名詮，初維

來潮時豫備知識有りと云ふ者761名（80．9％），

初潮來潮時の月維に封ずる豫備知識

      （第8表）

豫備知識 有 無

人  員

S分…率

761

W0・9％

179

P9・1％

n一一940

［ 4t ］
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無しと云ふ者179名（19．1％）である．

 一般に若年にして下潮を見たる者は豫備知識

を嵌く者が多い．下智知識の無い爲，初維來潮

時非常に驚愕したと訴へて居る者も少くない．

第3章総括拉に考案

 本邦女學生の月経に關しては多敷の報告があ

る．古くは高田（明治37），伊坂（明治43）等あ

り，爾來地方別に鼓は全日本女學生に於ける松

山の如き多数あるが，倫進んで統計學的に調査

報告せるは小畑，辻，：岩田・根本等を始め多tw 一

ある。從って諸家により標準として示されたる

初潮年齢は甚だ多い．潟町の統計によると盛岡

女早生の初潮年齢はM＝14年9．96月，σ＝士

13．45月，m＝O．42月にして東京及び本邦女學生

の初潮準均年齢に比し数ケ月潤い．これは盛岡

の氣候風土，生活環境，食生活或は文化の關係

を始め多数の因子に原因するものと考へられ

る．勿論個人的な遺傳關係，既往症との關係，

王国業，蓮動，休暇，職種，冬期の屋内生活等

々も多角的に考慮せねばならぬと思考す．

 由來季節による氣温及び自然風致の攣動は婦

入の初経に或る程度の影響を及ぼす事は既に一

般の認むる所である．文獄によれば本邦女笹生

の野卑來潮の月別頻度が8，4，1月に多いの

はその特徴とされてみる．余等の統計も1月の

117名（11．3％），4月の112名（10．9％），8月の

108名（10．5％）が最：も多く殆ど一致してみる．

 女野生の初潮野性は學業申にあり，學業，運

動，休暇，試験等に：よる時期的精馬下態の反映

及び身膿的影響等を受くる事の大なるに依るも

のと推定される．目口ち1月は新年及び冬休みで

あって愉快なる精解巨財にあり，4月は休暇叉

陽炎の候であり，8月は暑中休暇及び炎暑の候

にあり，之等が來潮を促進せしむるに力あ夢と

考へられる．反之2月，6月，7月及び9月，

10月，11月等に比較的少いのは，夫々寒冷，梅

雨，寂蓼の秋拉に學期末試験等による精淋緊張

も少からぬ影響を與へてるるものと思考す琴ノ

 從來の報告によれば女置生の月経は不規則な

るもの少く，周期は30日型が最も多いとされて

みる．余響の統計に於ても30日越4LO％，28日

型30．2％が最も多く殆ど一一致してみる．月経持

績日数は，一般に3～7日なる事は從來の統計

の示すところである．余輩の統計に於ても3～

7日聞に剰る者が全例の84．29％を占めてみる．

M＝4．38日，a＝±1．108日m＝O．383である．

 女學生の月経随件症歌を群々の文職による

と，障碍を訴へる者，松山38．09％，石川48．39

％，施56，33％，岩田・根本56，6％，磯部・鈴木

78，77％等にして一定しない，余等の統計は人

員1028町回多少なりとも障碍を訴へた者は777

名（75，58％）である．而して全般的に高度の月

維障碍を訴へる者は極めて少VO．

 初経來潮時豫備知識の有る者8Q．9％，無v・者

19．1％である．一般に若年にして置潮を見たる

者は軍備知識を訣く者が多い．豫備知識の無い

爲初野來潮時非常に驚幸せる者も少からず認め

られだが，之等については性教育の向ふべき一

つの方向を示唆するものである．

第4章結

 余等は盛岡市内4高女上級生1084名につき月

i脛を調査し次の如き結，果を得た．

（1）未だ翻せざる者5艦あb，既に月経を

見たる者は1028名である．

 （2）初潮手押年齢はM±14年9・96月，σ＝＝

13．45月．m＝±0．42月， n＝1028人で全日本の

論

亭均よb約6ケ月邊い．

 （3＞月経初潮の月別に於ては1月，4月，8

月に於て多く見られる．

 （4）月維周期は30日型41．0％，28中型30．2％

で，その大多数を占める．

 （5）月経持績日数は3～7日聞の者が84．29

［ 42 ］
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％であb，その雫均値はM・ 4．38日σ＝±1．1⑪8

m＝±0．383である．

 （6＞月経量は中等：量と訴ふる者・64．1％，少量・

125％，多量7．2％，不定16．2％である．

 （7）月経障碍は，多少なりとも訴へだ者755

8％である．月経前は下腹痛，下腹緊張感，白

帯下，憂慶，全身倦怠を訴へる者多く，月経中

は憂慶，全身倦怠，下腹痛，短氣，下腹緊張感

を訴へる者多く，月維後は爽侠を畳える者璽倒

的に多vo．

 （8）初経來潮時豫備知識を有してみた者は

80．9％，無かった者は19．1％であり，若年にし

て初経來潮せる者ほど豫備知識の訣けてるた者

が多い。

 （欄筆するにあたり御校閲を賜りたる恩師李松敢授

に深甚の謝意を表す，）
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